
関と連携し、各々の進路について検討しました。その結果、地域移行1名、兵庫県立

　平成27年度春日学園は、①子どもたちの自立自活、② 18歳以上の利用者・入所児の

地域生活への移行と他の施設への移転を推進、③地域貢献への新しい取り組みを重点

計画として職員全員で取り組みました。

えて本年度より『親子あそび』を行いました。『自宅で過ごされている、未就学のお

子さんを集めて親子で楽しめる場を提供し、サークル等にも行きにくいと思われてい

る母親にも気軽に足を運んでもらえる場所を作りたい。』との思いを地域に発信しま

（1）自活訓練事業に向けた取り組みについて

　将来自立に向けた取り組みの必要な子供たちの入所に伴い、自活訓練事業の第一

した。

一人で調理が出来ることを目指しました。また、事業そのものの立ち上げに向けて

他法人の自活訓練事業の見学も随時行いました。

神戸高等技術専門学院入学1名、はりま福祉会グループホーム入所1名、ききょうの

杜入所1名となりました。事情により、尼崎学園へ移行された方も1名ありました。

　また、19歳以上の利用者については、各成人施設との調整を図り、見学や体験入

2 利用者へのサービスの状況

利 用 者 定 員

春　日　学　園

障 害 児 入 所 施 設

0795(75)1080

10名 名30

歩として、高等部の利用者を中心に調理実習に取り組みました。関わる職員は栄養

士と契約職員で固定し、包丁さばきから盛り付けに至るまで細部にわたって指導し

　27年度は高等部卒業予定者が6名と多かったため、4月当初より保護者や各関係機

平成 27 年度

住 所
兵庫県丹波市春日町野村65番地の1〒669-4132

施 設 種 別

第56期　　事　業　報　告　書

施 設 名

Fax℡ 0795(75)0377

4月退所）に達しました。内訳は、地域生活への移行2名と他の施設への移転7名（3名

は法人内施設）、職業訓練校1名としています。

所を経て、やまと精神医療センター1名、東山荘2名、住倉学園1名、みつみ学苑1名

1 総 括

調理実習を行い、自分でできる調理のレパートリーを増やしました。本格的な自活訓

職 員 定 数

　地域貢献事業への取り組みについては、継続事業として『絵本の読み聞かせ』に加

事 業 開 始 日 昭和36年2月1日

練に向けて、次年度も継続して取り組んでまいります。

　自活（自立）への一歩は、自分で食べること。高等部の児童を中心に、年間122回の

　本年度18歳以上の利用者・入所児の地域及び成人施設への移行は全10名（うち2名は

18歳以上の利用者・入所児童の地域生活への移行等について（2）

が成人施設へ移行しています。

1



施設支援一般指導事業

形 態

1

職 種

アシスト職員

日中一時支援事業（さくらんぼ） 【対象地域】丹波市　事業開始平成18年4月3日

療育等支援事業（てとてと）　事業開始平成22年4月3日

目的に訪問時間の中に母親との話をする時間を設けました。普段なかなか話のでき

契 約 職 員

正 規 職 員

合 計

短期入所事業【空床型】

01 0

10

11

栄
養
士

事
務
員

ア

職種別職員数（施設事業全体職員数）

14111

1

介
助
員

療
法
士

理
学
・
作
業

平成２８年３月３１日現在

調
理
員

看
護
師

医
　
師

施
設
長

1

イ

（4）

指
導
員
等

3

在宅支援訪問療育等指導事業

（5）

22 0 0

10

0 0 25

繋がるよう努めました。

助言や情報交換を行い、一人子どもに対して同じように関わることで能力の向上に

　本年度は、延べ596人のご利用を頂きました。年間を通して3~5室の空床を有効に利

用し 前年度より延べ238人の増加となりました。

　本年度は、延べ1,148人のご利用を頂き、前年度より延べ103人の増加となりました。

情報提供・発達障害等の相談と実践指導を行いました。母親の不安等の解消を

1

そ
の
他

　地域生活支援センター、こども園、小学校への訪問を年間50回行いました。

ない家庭での悩みなどもお聞きする事もありました。子どもの成長を一緒に見守る側と

合　計

月2回実施し、延べ59組（124名）の親子に参加頂きました。

型の遊具を使った遊びや絵本や図鑑、自宅では取り組みにくい製作遊びや、活動の

最後に提供する栄養士の手作りおやつも母親たちに好評でした。また、遊びだけで

　今年で3年目を迎える『絵本の読み聞かせ』には、延べ31組94名（親42名・子52

してよりよい養育を与えられるよう、母親の精神面についてもサポートしました。

読み聞かせだけでなく体操などを取り入れ、体全体で楽しめる工夫をしました。

また、保護者の方に参考にして頂けるように、季節のおすすめ絵本を紹介しまし

　本年度丹波市、篠山市において述べ180人の在宅支援を行い療育的支援・生活全般・

（6）

た。子どもたちの育ちの支援や若いお母さんたちの相談にも答えています。

　また、新しい取り組みとして『親子あそび』を始めました。自宅で過ごされてい

地域貢献事業の取り組みについて（3）

る、未就学のお子さんを集めて親子で楽しめる場を提供しました。学園内にある大

はなく、子どもの発達についての悩み、相談、情報提供も行いました。10月以降毎

名）の方が参加して頂きました。効果音を添えることで聞きやすくなり小さなお子

さんでも興味を持って参加して頂くことができました。毎回のアンケートを参考に

2
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利用者の状況

委託区分・月別

12月

平成２８年３月３１日現在

８月

128

性別

1

159

63

15

5

（延日数）

合 計

～～

合 計 1

支 援 機 関 別

姫路センター

西宮センター

6

2

川西センター

9

1

12

16

支　援 機 関 名

1

1

小野市

1

（３）

（5）

明石市

中央センター

合　　計

女　　性

神戸センター

（6）

男

項　目 食 事

1

性　別

1

（4）

障 害 別

男　　性

期　間

3

女
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名 名 名

名 名 名

　選択メニューは２７年度もライブ形式を取りれオーダーメニュー、目の前で握っ

前期健康診断(利用者・職員)

6

腰椎検診(職員)

インフルエンザ予防接種 総合避難訓練（通報訓練）

法定点検（後期）

防火管理委員会

腰椎検診(職員)

1

3 災害備蓄品更新

実施月 会 議

てもらう寿司パーティー、誕生日メニューはご利用者の要望に応えたメニューを提

11

2

供しました。

健 康 管 理

整形外科疾患

48

1

18

4

通 院 回 数

精 神 障 害

通 院 回 数傷 病 名 通 院 回 数

（7） 傷 病 別

傷 病 名

（8）

合計

1

15

2

障 害 程 度 区 分

死 後 処 置

その他

5

5

4

給食の状況

手 術

透 析

31

退 院

9

2

皮 膚 疾 患

眼 科 疾 患

28

1

検 診 実 施

苑 内 点 滴歯 科 通 院

内 科 疾 患

耳鼻科疾患

健 康 相 談 実 施

面 談 調 整

泌 尿 器 科 疾 患

外 科

女性

8

11
前期健康診断(利用者・職員)

6

は子どもたちと一緒に夕食・朝食を作りました。

提供しました。夏休みにはみんなで餃子を作りました。

5 法定点検（前期）

総合避難訓練（通報訓練）

（１）

4

入 院 血 液 検 査

1

傷 病 名

見を尊重しお菓子作りをする事で調理を身近に感じてもらえたと思います。

　おやつ作りは自分達でタブレットで作りたいお菓子を検索してもらいご利用者の意

炒め、お好み焼き・焼きそば・たこ焼きなどその場で楽しんでもらえる食事を

褥 瘡 処 置

災 害 訓 練 等

男性

　納品業者に産地記入してもらい、安全な食事の提供に努めました。

障 害 程 度

食事サービスの状況

健康管理・災害訓練等・会議の状況

防火管理委員会

消防署査察

季節毎の行事食、野外食も提供しました。夏は流しそうめん・ＢＢＱ、一泊旅行で

　土日の昼食、平日の昼食にはホットプレートで魚を焼いたり、仕込みからの野菜

2

4



判定会議
ＲＭ会議
学校連絡会
健康検討委員会

ＯＡＡはりまハイツ

チームアプローチ実践研修 県社協 県社会福祉研究所

毎　月 体重測定・嘱託医往診 避難訓練・消火訓練

企画職員会議
生活指導委員会
ケース会議
給食委員会

毎　日

阪丹但施設協会 三田市総合福祉保健センター 1

サビ管等分野別研修

服薬管理

随　時 歯石除去・ブラッシング指導

県社協

第1回学齢期部会 県手をつなぐ育成会 県福祉センター 1

福祉新任職員フォローアップ研修

1

兵庫県 県立リハビリテーションセンター 1

阪丹但施設協会職員研修会

ＯＡＡはりまハイツ 1

県中央労働センター 1

明石市民会館

1

ストレスマネジメント研修 県社協 県社会福祉研修所 1

福祉新任職員フォローアップ研修 県社協

日本てんかん協会 大阪商工会議所 1

兵庫県 1

児童発達支援部会研修会 県児童発達支援部会 兵庫県福祉センター 4

1

相談支援従事者研修

てんかん基礎講座

社会福祉研修所 1

3ななくさ学園 ななくさ学園

新任ＯＪＴ担当者研修 県知協

人数

新任リーダー研修 県知協

障害福祉施設新任職員研修 県社協

県福祉センター 1

実施月 研 修 名 実 施 主 体 開 催 場 所

8 行事等の状況

県社協

サビ管等共通講義

メンタル研修

障害福祉施設新任職員研修

社会福祉研修所 1

内 容 等

27

参加人員

兵庫県

東条湖おもちゃ王国 14

行 事 名

兵庫県 明石市民会館

実 施 場 所

4 氷上高校生とクッキング

バス旅行

7 職員研修の状況

4

5 春の里フェスティバル 春日学園園庭

実施月

春育と合同イベント

職業部　春のピクニック 丹波市内 5 雨天のためドライブ

県虐待防止・権利擁護研修

11

6
いきいき活動 氷上高校

2 神戸商工会議所

県立リハビリテーションセンター

9

10

5

12
県社会福祉事業団研究実践発表大会

6

7

自閉症ｅサービス実践報告会 自閉症ｅサービス 大阪社会福祉指導センター

随時

3

県社会福祉事業団 ななくさ学園

1

障害児療育支援事業実施施設連絡会議

1県社会福祉事業団

2

県児童発達支援部会

姫路市総合福祉通園センター ルネス花北 1

自閉症事例発表会 1

5



12 地域の方(職員ご家族) しめ縄作り 1名 1名

10

春の里スポーツの集い 春日学園園庭 25

9
カラオケ ジョイサウンド柏原店 5

11

棚原夏祭り

13 秋祭り

随時 更生保護女性会(春日支部) 調理実習 2名 14名

15名合　　　　　　　　計

10 ボランティア受入れ状況

受入月 グ ル ー プ 名 内 容 等 参 加 人 数 延べ人数

野菜を育てる

随時

野球クラブ 春日学園園庭 バッティング等

サッカークラブ 春日学園グラウンド

バスケットクラブ 春日学園グラウンド

実施月 クラブ名 実施場所 内容等

毎月
雑誌購入 希望の雑誌を購入

園芸 春日学園畑

9 余暇活動

避難スペース 15 ＤＶＤ鑑賞

買物模擬店 キッズルーム 15 買物体験

プレゼント贈呈

随時

喫茶体験 キッズルーム 27

ＤＶＤ鑑賞会

毎月
調理実習（春休み、夏休みは除く）

誕生日会

アイススケート体験

ひな祭り、ケーキ

2

いきいき活動 氷上特別支援学校

厄除祭 柏原八幡神社

さくらリビング 3 買物、調理

3
ひな祭り プレイルーム、食堂 27

1 初詣 春日神社 18 参拝

7 レクリエーション

12

いきいき活動 プラザアピア 6 ボーリング

職業部　忘年会 トマト&オニオン 4 会食

クリスマス会

運動会

ウォークラリー 春日学園敷地 25

棚原地区例祭 棚原地区内

職業部　秋のピクニック 阿陀岡神社 4

お月見会 春日学園内 25 お月見

自炊や体験活動

ボーリング

海水浴

4 参拝

春日学園内 26

地域の祭りを楽しむ

プレイルーム、食堂 26 歌やプレゼント

棚原区グランド

野村コミセン広場 8

6

神崎海水浴場 8

食堂

9

食事会

ウインタースポーツ体験 スポーツピア柏原 11

野村夏祭り

海水浴

プラザアピア 10 ボーリング

トマト&オニオン 7 外食を楽しむ

8

一泊旅行 天橋立公園

節分祭

地域の祭りを楽しむ

7

6



発送先

内容等  施設の近況報告（事業予定・実施報告、児童の状況、苦情・要望の受付と報告）

遠赤外線式温蔵庫

毎月　

部　数 70部

寄附金収入1NB-100EG2

型 式

11 機関誌発行の状況

区　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

種　類 春日学園広報誌・カラフル広報誌・ホームページ・ブログ

保護者、春日町社協、氷上特別支援学校、実習受入の各学校、地域の方、
法人内施設

発行月

利用者数 最 低 額

12

14

数量

資金収支結果

千円 3,100千円

利用者預り金の状況

8

13

充 当 財 源 等設 備 備 品 名

5,847 635 円

最 高 額預 り 金 総 額

実施月

設備品の整備の状況（１０万円以上）

平成２７年度決算報告書の通り

20

7



利 用 者 定 員

施 設 種 別

10

1 利用者へのサービスの状況

　延べ2,218人（稼働日243日・稼働率91.3％）の利用を頂くことが出来ました。

4 名

放課後等デイサービス事業「カラフル」

2 利用者の状況

３月 合　計1月９月 10月

委託区分・月別 平成２８年３月３１日現在

11月７月
月

４月 ５月 ２月

173

形態

稼働日 21 18 22

６月

21

８月 12月

203

22

184

19 21 19 19 19 20

177 186186 185

事 業 開 始 日 平成26年 3月 1日

243

延利用 192

　今年度は音楽療法士による音楽療法も月2回取り組んできました。初めは参加できな

166 203 186

22

2,218177

名 職 員 定 数

かった子どもも回数を重ねる事で徐々に参加できるようになっています。音楽により

普段見る事のない一面が見出された子どももいます。音楽に合わせて体を動かしたり

耳を澄ましたり、友達と協力する姿も見られるようになりました。

　放課後等デイサービス「カラフル」2年目は「余暇（遊び）の充実・季節行事・製作

・音楽療法」に力を入れてきました。余暇（遊び）では天気の良い日は園庭でボール

遊び、散歩、遊具遊び等を行いました。室内遊びとしてダンス、カラオケ、折り紙等

全体遊び・個別遊びを行いました。季節行事として夏祭り（催しを皆で手作り）・

ハロウィン仮装パーティー・クリスマスコンサート・節分（豆まき）・ひな祭りを行

いました。季節行事に合わせて毎月、壁面や製作活動も行いました。
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